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BMP-2と PDGF-BBが歯根膜由来線維芽細胞の走化性におよぼす影響 

論文審査の要旨 

従来の歯周外科治療は、原因因子の除去を主体とした方法であったが、近年では原因を除去した

うえで成長因子等を用いた組織再生を促進させる方法へと変化してきている。成長因子単独での

検討は行われているが、複数の成長因子を組み合わせて使用することはほとんど検討されていな

い。そこで、本研究では BMP-2 と PDGF-BB が歯根膜由来線維芽細胞の細胞走化性におよぼす

影響を定量的に評価した。 

 

BMP-2、PDGF-BB が歯根膜由来線維芽細胞の走化性におよぼす影響を EZ-TAXIScanTMにより

測定した。EZ-TAXIScanTMは従来の膜透過性試験とは異なり, 安定した濃度勾配が得られ、走化

する細胞をリアルタイムで観察でき、様々な角度から走化性反応を測定することができる。 

その結果、BMP-2 と PDGF-BB を組み合わせて作用させることで走化速度を亢進させ、BMP-2

単独、PDGF-BB単独と比較して走化性細胞の有意な増加、無反応細胞の有意な減少がみられた。 

 

以上の結果より、BMP-2と PDGF-BBを組み合わせることにより多くの細胞を誘導する。このこ

とから、組織再生において有効な影響を与えることが示唆される。 

 

審査委員は本論文が複数の成長因子を組み合わせることにより、歯周組織再生においてより良い

結果を提示した極めて価値のある所見を提供したものであり、博士(歯学)の学位を授与するに値す

るものであると判定した。 
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